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【講義の主な内容】
１. ⼋王⼦市の概要
２. これまでの取組
３. ジモティーとのリユース実証事業
４. 実証事業の成果と課題
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1. ⼋王⼦市の概要
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日本

東京

八王子市

• ⼈⼝ 562,605⼈
• 世帯数 279,470世帯
• ⾯積 186.4k㎡

※⼈⼝は住⺠基本台帳ベース
（令和4年9⽉末時点）
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1. ⼋王⼦市の概要



2. これまでの取組
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これまでのリユース事業
⼤学リユース市（現在未実施）

⇒⼤学を卒業する学⽣が家具等の不要品を
新⼊⽣に無償で提供するイベント

リユースショップ紹介冊⼦の作成
⇒市内及び近隣のリユースショップ
を案内する冊⼦を作成

上記2つは、H26環境省モデル事業として実施 6



リユースショップ紹介冊⼦

市内27店舗、市外5店舗
を掲載（令和3年度版）

市民への転入セットに同封

【R3年度配布実績】

10,700部
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リサイクル協⼒店（現在未実施）
⇒市が回収した粗⼤ごみの中からリユースできる品を
市内リサイクルショップの協⼒店が安価で買取り、
各店で販売

リユースマート
⇒市⺠が不要品を市施設（あったかホール）に持ち
込み、⾃⾝で値段を設定し、委託販売を⾏う事業
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これまでのリユース事業



ごみ量の推移
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3. ジモティーとのリユース実証事業
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ジモティーとの粗⼤ごみリユース実証事業
⇒昨年度ジモティーと協定を締結し、粗⼤ごみの
リユース実証事業を1ヶ⽉間実施。
市が回収した粗⼤ごみから使えるものをジモティー
に出品し、必要とされる⽅へ無償で引き渡した。
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実施期間：令和4年1月13日～1月29日
毎週土曜日 計4回実施

【実績】
総出品数：145品 引き渡し数：136品
引渡し総重量：766㎏ リユース率：96％

（第1弾）



不要品リユース実証事業（実施中）

 市施設にて市民からまだ使える
不要品を無料で引き取り、
品物をジモティーのサイトに掲載
し、必要とされる方へ有償で販売
（一部無償で譲渡）する事業。

※一部市が回収した粗大ごみ等か
らも再利用可能な品物も出品。

実施期間：令和4年9月9日～3月末
毎週金土日の3日間実施
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※R4年度の環境省モデル事業として採択

（第2弾）



事業のフロー・役割分担

【市】
 場所の提供

 事業の周知・啓発
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実証事業のフロー図

市民 あったかホール 引取希望者

オンライン

掲載

閲覧

申し込み

プラットフォーム

引き取り・購入

不要品

持ち込み

連携企業が

担う業務

【ジモティー】
 不要品の持込受付・引取り

 オンライン掲載

 リユース品の販売

 周知・啓発



⼀般的なリサイクルショップとの違い

⼀般的なリサイクルショップ ジモティースポット

不要品の
引取⽅法 有料買取 無料引取

オンライン
プラットフォーム 無し 有り

→集客効果⼤

引き渡し 有償での販売 有償での販売
（⼀部無償にて譲渡）

引取基準 ⾼い
（有償で販売できるもの）

低い
（無償で譲渡も可能なため）
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• 無償での譲渡ができるため、リサイクルショップで買
取不可となる品物も取扱いが可能。

• オンラインプラットフォームにより、幅広い年代や市
外の方の利用も見込める。



【取り扱う主な品⽬】
 家具
 家電
 スポーツ⽤品
 レジャー⽤品
 ⼦ども⽤品 等
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【本事業の⽬的】
市⺠がごみとして出す前にまだ使えるもの
をリユースできる仕組みを構築する。

【主な検証事項】
効果的な啓発⽅法
ごみの減量効果
事業の効率性
事業の継続性 等
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実績や利用者アンケート
を基に検証



本事業のスケジュール
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令和4年（2022年）7月6日～7月22日 連携企業の公募

7月22日～8月4日 連携企業の審査・選定

～8月下旬 事業、協定の準備・調整

8月25日 協定締結

9月9日～ 事業開始

令和5年（2022年） 3月末 効果検証、事業終了



実施にあたり苦労したもの

場所の確保（どこで実施可能か）

売れ残った品物の処分について

収⼊の扱い

市⺠への周知・啓発（特に持ち込み）
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4. 実証事業の成果と課題
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事業の成果と課題
【実績】（R4.10月末時点）

総出品数 ・・・ 2,136品

引き渡し数 ・・・ 1,434品

リユース重量 ・・・ 8.2トン（推計）

在庫数（継続展示） ・・・ 690品

※廃棄数は12品のみ
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事業の成果と課題

【市民からの声】

捨てるにはもったいないものがあったので、こ
ういう取り組みは嬉しい。

欲しいものが安く買えたので良かった。

また利用したいと思った。

リユース品を買うという選択肢が増えた。 21



事業の成果と課題

【課題】

幅広い年代が利用できる仕組みづくり

⇒ FAXや電話での持ち込み予約のニー
ズが多い

運営経費が収入を上回ってしまう

⇒ 今後継続のためには費用補填が必要。

22



ご清聴ありがとうございました
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